


















































































































































































































































































































































































































































家族と経済の関係 家族経済 家族賃金への移行 消費者家族経済
家族の機能 家族は生産労働の基盤 家族における生産と消費のｪ離 家族は消費活動の基盤
就業と家族 職住一致・近接 職住分離 職住分離
家族形態 伝統的家族 伝統的家族から近代的家族ﾖの移行 近代的家族
家族規模 複数世代世帯 核家族世帯の登場と増加 近接複数世代の増加
共同体と家族 共同体の一部としての家族 共同体からの分離 新たな共同体の模索
　事例地域の調査を通じて，在来産業地域において家族は重要な経営基盤であり，それは特に家族内
分業というシステムの構造とそれを根底で支える暮らしの論理によって特徴づけられていたという一
つの結論を得た。さらに，家族内分業における女性労働の役割の大きさが再認識された。この結論は
上記の事例地域独自のものなのであろうか。筆者は事例地域にみた家族内分業の構造と特徴女性労
働の役割とその意義は，商品経済が発達し，生産の分業化が進んだと考えられる近世中後期から，そ
のシステムを基盤として展開した高度経済成長期頃までの日本において，ある程度の一般性を有する
ものであったと考えている。表2をより厳密に説明するならば雇用労働力の登場と増加をみた時期
において，家族労働力としての女性労働も併存しつつ日本経済を根底から支えていた。この点につい
ては，別稿を記して今後さらに考察を深めたい。
　明治・大正期の日本において在来的な産業部門や中小経営が大きな位置を占めていた事実は，比較
的早くから指摘されてきた。古島（1962）は「農商務統計」と「工場表」に依拠した統計操作から，
日露戦争後期の製造業において「10人以下労働者の作業場ないし家内工業」の比重の大きさを見出
した24。また中村（1976）は国勢調査をもとに，氏の独自の分類による「在来産業」部門が製造業者
人口の60％強を占めていたことを指摘した25。明治・大正期の入間織物生産地域を検討した谷本
（1998）26，江戸時代の甲州郡内や津久井の絹織物生産地域を検討した深谷ほか（1988）27，江戸時代の
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越後縮生産地域を検討した十日町市史編さん委員会編（1998）においてもas，本書で提示した家族内
分業の構造や暮らしの論理と類似する事象が指摘されている。
　各地域にはその風土に根ざしたバランスで農業・商業・加工業・諸稼ぎを含めた多様で柔軟性に
富む複合経営が展開しており，通時的にみると女「生労働もその経営において重要な役割を果たしてい
た時代が長く続いた。そして，そこに内包されていた様々な就業がその後の展開の中で在来産業とし
て発展したと考えると，小規模家族経営が資本主義を本質とした近代化とは異なる側面から日本の経
済発展を支えていたということもできよう。そして，その構造が本質的に変化するのが高度経済成長
期以降であった。
　なお，今後さらに地域的差異に着目して小規模家族経営および女性労働の特徴を明らかにするため
には，全国的な統計データとは別に，地域別データを比較検討することが重要である。その過程では，
女性労働および小規模家族経営のマクロスケールでの体系的な把握と並行して，事例研究による具体
的な検討の蓄積，さらには双方を併せた分析が求められよう。そして，それらの歴史的変動過程を解
明するために，表2に示した事柄にさらなる検討を加え精緻化していくことが求められる。以上を今
後の課題としたい。
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